




























































































































































触欲求（instrumental need for touch，以下 INFT）と自己目的接触欲求（autotelic need for 











































め除外対象外とした．結果，有効回答が得られたのは 24 名（平均年齢 20.9 歳，SD = 2.50）
であった．そのうち男性は 11 名（平均年齢 21.6 歳，SD = 2.94），女性は 13 名（平均年











ズは，高さ 19.05cm，幅 10.9cm であった． 
本の色は Photoshop の RGB カラーを調節して作成した，明度が低い無彩色の黒（R = 
255，G = 255，B = 255）と，明度が高い無彩色の白（R = 0，G = 0，B = 0）であった． 













図 1 刺激の本の画像（黒色×心理学） 
 




図 3 刺激の本の画像（黒色×無意味綴り） 
 
































































明度の主効果のみ有意であり（F（1，23）= 115.22，p < 0.05），題名の主効果と，明
度×題名の交互作用は有意ではなかった（各々，F（1，23）= 1.87，p > 0.05；F（1，23） 



































明度の主効果のみ有意であり（F（1，23）= 8.26，p < 0.05），題名の主効果と，明度
×題名の交互作用は有意ではなかった（各々，F（1，23）= 4.06，p > 0.05；F（1，23）



































選好は，明度の主効果のみ有意であり（F（1，23）= 12.08，p < 0.05），題名の主効果
と，明度×題名の交互作用は有意ではなかった（各々，F（1，23）< 1.00，p > 0.05；F




高級感は，明度の主効果のみ有意であり（F（1，23）= 9.53，p < 0.05），題名の主効
果と，明度×題名の交互作用は有意ではなかった（各々，F（1，23）< 1.00，p > 0.05；





た（各々，F（1，23）=2.80，p > 0.05；F（1，23）< 1.00，p > 0.05；F（1，23）< 1.00，
p > 0.05）（図 10）． 
 























図 9 高級感についての分散分析の結果 
 












































重要性知覚，ANFT 間の Pearson の積率相関係数を求めた．分析を始める前に，色が同
一で題名が異なる 2 つの刺激に対して，重量感知覚，または重要性知覚を測定した結果





結果，黒色の重量感知覚と黒色の重要性知覚（ r = .590，p < .01），白色の重量感知覚
と白色の重要性知覚（ r = .500，p < .05），黒色の重量感知覚と白色の重要性知覚（ r = .731，
p < .01），黒色の重要性知覚と白色の重要性知覚（ r = .607，p < .01）において正の相関
が認められた．表 1 に尺度間相関係数の値を示している． 
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